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15)歯科医療人間学における早期体験学習に対
する学外の評価
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(奥羽大 ・歯・診療科学)
【目 的】歯科医療人 間学は平成19年度か ら新
たに1学年から6学年 まで一貫教育の柱 として開
講 した。その中で,既 存の学内見学に加え早期体
験学習として,学 外の開業歯科診療施設を見学 さ
せる学外研修 を第1学 年か ら第4学 年までの4学
年に実施 した。今回その概要 と学外研修の受け入
れ先からのアンケー ト結果および学生に対する評
価を報告 した。
【方 法】体験 学習の概要 として対象は平成19
年度1学 年か ら第4学 年の全学生397名であ り,
4時限 目の時間帯 を用いて実施 した。当日,出発
2010
前に身なりのセルフチェックと教員によるダブル
チェックを行った。アンケー ト項 目は,記 入者の
職種,性 別,年 齢,挨 拶,診 療室での態度,清 潔
域 ・不潔域,学 年間の違いおよび自由記載 とした。
回答 は郡 山市内の奥羽大学歯学部同窓会会員18
施設の内,14施設から得 られた。
【結果 と考察】記入者 はl4名全て,歯 科 医師で
あり,他者 に任せなかったのは歯科医院院長 とし
ての責任感 の表れ と思われた。年齢 は50代が最
多で7名,次 に40代が4名 で あった。学外研修
の学生 を受 け入れ られる院長 としての職場環境,
意識か ら若い年代ではやや難 しいことが伺えた。
自由記載 として,元 気が良 く,丁寧,全 体的に良
好との評価 を受けたが,反 面,お 礼の言葉もない,
乱雑な届け出用紙記載等を許 した大学側に問題有
り,との厳 しい評価 も見 られた。学外からの評価
として,学 生が見学する時に自ら,評価表をもた
せ,評 価をして頂き後日郵送にて回収 した。対象
は平成21年度第2学 年 と4学 年学生 が学外研修
として訪 問 した学外 の19開業歯 科診療施 設で
あった。学生への概略評価は将来有望は,2学 年
は58%に対 して,4学 年 は49%であり,さ らに
鍛 えればOKが29%,時 間がかか りそ うが5%
を示 し,2学 年 に比較 して厳 しい評価で した。こ
れは,開 業医は2学 年に比べ,4学 年は臨床実習
をひかえた高学年であり,身 なりや態度における
基準 を高 く想定する傾向があると推察 された。
概略的には学生 に対する評価は良好であったが,
学外研修 を受け入れて くれるような開業歯科医師
の意識は,学 外へ学生を送り出す前に学内で身な
り態度等 を正すことを強 く望んでいることなど,
大学教育への厳格な関心を寄せていることが示唆
された。
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